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平成２２年度診療報酬改定の視点等について 

 

前回までの議論等を踏まえ、平成２２年度診療報酬改定について、どのような認

識・視点で行うことが適当と考えるのか。例えば、以下のような認識、視点で改定を

行うことについてどう考えるのか。 

 

【基本認識・重点課題等】 

① 前回の診療報酬改定においても、医師不足などの課題が指摘される中で所要の

改定が行われたところであるが、これらの課題は必ずしも解消しておらず、我が

国の医療は、危機的な状況に置かれている。 

② このような基本認識に立ち、平成２２年度診療報酬改定においては、「救急、

産科、小児、外科等の医療の再建」及び「病院勤務医の負担の軽減（医療従事者

の増員に努める医療機関への支援）」を改定の重点課題として位置付けることと

してはどうか。 

③ また、診療報酬改定に当たっては、地域特性への配慮や使途の特定といった補

助金の役割との分担を十分に踏まえるべきである。 

④ このような基本認識や重点課題を踏まえた上で、次期診療報酬改定の基本的な

方向については、 

  イ 地域医療が危機的な状況にある中、医療費の配分の見直しではなく、医療費

の底上げを行うことにより対応すべきとの意見がある一方、  

  ロ 保険財政が極めて厳しい状況の中で、医療費全体を引き上げる状況にはなく、

限られた財源の中で、医療費の配分の大幅な見直しを行うことにより対応すべ

きとの意見があったところ。 

 ⑤ このような状況を踏まえ、次期診療報酬改定の基本的な方向について、どのよ

うにあるべきか、ご議論をいただきたい。 
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【改定の視点】 

① 「救急、産科、小児、外科等の医療の再建」、「病院勤務医の負担の軽減（医療

従事者の増員に努める医療機関への支援）」といった重点課題以外にも、国民の

安心・安全を確保していく観点から充実が求められている領域も存在している。 

このため、「充実が求められる領域を適切に評価していく視点」を次回改定の

視点の一つとしてはどうか。 

② 一方、医療は、これを提供する側と受ける側との協働作業であり、患者が必要

な情報に基づき納得した上で医療に参加していける環境を整えることや、安全で

あることはもちろん、生活の質という観点も含め、患者一人一人の心身の状態に

あった医療を受けられるようにすることが求められる。 

このため、「患者から見て分かりやすく納得でき、安心・安全で、生活の質に

も配慮した医療を実現する視点」を次期改定の視点の一つとしてはどうか。 

③ また、患者の視点に立った場合、質の高い医療をより効率的に受けられるよう

にすることも求められるところであるが、これを実現するためには、医療だけで

なく、介護も含めた機能分化と連携を推進していくことが必要である。 

このため、「医療と介護の機能分化と連携の推進等を通じて、質が高く効率的

な医療を実現する視点」を次回改定の視点の一つとしてはどうか。 

④ 次に、医療を支える財源を考えた場合、医療費は公費や保険料を主な財源とし

ており、国民の負担の軽減の観点から、効率化の余地があると思われる領域につ

いては、その適正化を図ることが求められる。  

このため、「効率化の余地があると思われる領域を適正化する視点」を次回改

定の視点の一つとしてはどうか。 

 

 

 

 


